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記号一覧

以下に本論文において用いられる用語と記号の対応表を示す．

用語 記号
使用者の名前 ϵ

身長 α

体重 β

基礎代謝量（下限） BL

基礎代謝量（上限） BH

対象の日数 D

レシピの数 R

食材の数 Q

栄養素の数 N

データベース上の食材数 S

データベース上の食材番号 d : 1, 2, 3, · · · , S
日の番号 k : 1, 2, 3, · · · , 3D
栄養素の番号 l : 1, 2, 3, · · · , N
材料の番号 m : 1, 2, 3, · · · , Q
レシピの番号 i : 1, 2, 3, · · · , R
i番目のレシピの名前 yi
i番目のレシピの献立フラグ rki
i番目のレシピの主菜フラグ σi

i番目のレシピの調理時間 Ti

i番目のレシピの摂取カロリー Ci

i番目のレシピの調理コスト Gi

i番目のレシピのm番目の材料の名前 qim
i番目のレシピのm番目の材料量 eim
i番目のレシピの l番目の栄養素の名前 nil

i番目のレシピの l番目の栄養素の量 fil
d番目の食材名 Zd

d番目の食材の販売単位 Wd

d番目の食材の値段 Md
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第1章

はじめに

§ 1.1 本研究の背景
戦後の食生活が欧米化したことに伴って，ファーストフードといった，過剰にエネルギー
を摂取してしまうような食生活が大きく広まったことから，現在，生活習慣病を患う人々
が増加している．生活習慣病とは，「食習慣，運動習慣，休養， 喫煙，飲酒，ストレスなど
の生活習慣を原因として発症する疾患の総称」のことであり，我が国の主要な死因である，
心疾患や脳血管疾患，悪性新生物などの深刻な疾患に深く関与している．

§ 1.2 本研究の目的
栄養バランスの取れた献立を作成するには，膨大なメニューの組み合わせや，栄養価の
煩雑な計算を考慮する必要があり，献立を考える時間がそもそも無かったり，自分で献立
を考えること自体が面倒だと考える人は少なくない．また，短い調理時間でお手軽にかつ
食材コストを抑えられる献立を作成することは，忙しく時間がない人や空き時間をねん出
したい人，できるだけ節約をして料理を作りたい人にとっては理想的である．

§ 1.3 本論文の概要
本論文は次のように構成される．

第 1章 本研究の背景と目的について説明する．背景では栄養バランスの摂れた献立を作成
することの難しさと，自動で献立を作成することの重要性，並列分散処理による実行
速度向上の意義について示す．目的は多目的遺伝的アルゴリズムによる最適な自動献
立作成の並列分散処理について提案することを述べる．

第 2章 多目的最適化による自動献立作成システムの概要と，Web上のデータを活用した例
について説明する．

第 3章

第 4章
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第 5章 提案手法に基づいて自動献立作成システムを構築して，実際に献立の作成を行った
結果を示す．そして，本研究の提案手法によって得られた結果が有意であることを
示す．

第 6章 本研究で述べている提案手法をまとめて説明する．また，今後の課題について述
べる．
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第2章

自動献立作成支援システム

§ 2.1 調理時間とコストを最小化する最適献立
自動献立作成支援システムとは，システムを利用するユーザにとって最適な献立を，自動
で生成することができるシステムである．献立を自動で生成する具体的な手法として，AI

を活用した手法や，数理計画法による手法が存在する．献立の作成にコンピュータを利用
する場合，食材や料理の選定は人が行い．栄養価の計算や献立によって得られる栄養素を
ダイヤグラムに表したものの表示などにコンピュータを用いる場合が存在する．
次に，献立そのものをコンピュータによって求める，自動作成については，どの程度の
栄養やカロリーを献立から摂取したいか，といった栄養量を制約条件とし，献立にかかる
費用の最小化を目的関数とした単目的最適化による線形計画法を利用した研究が存在する．

§ 2.2 対話による最適な献立の提示
§ 2.3 並列分散処理による解法
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第3章

先行研究のシステムの改善点

§ 3.1 様々なレシピサイトに対応した献立の追加
最適化を行う際，その最適化問題における目的関数が一つの場合であれば，単目的最適
化を実施するが，目的関数が複数ある場合，単目的最適化の機能で 2つの目的関数につい
て最適化するか，多目的最適化法を実施する必要がある．単目的最適化の機能を利用して
最適化する場合，制約法や線形加重和法などの方法がある．

§ 3.2 健康のための制限レシピの考慮
§ 3.3 自動献立作成の実用化のための短時間化
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第4章

提案手法

§ 4.1 調理時間とコストを最小化するパレート最適な献立
§ 4.2 高速化のために用いた技術
§ 4.3 提案システムの構成
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第5章

数値実験並びに考察

§ 5.1 数値実験の概要
§ 5.2 実験結果と考察
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第6章

おわりに

mitei
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